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第１学年 技術・家庭科 技術分野 学習指導案 

      日 時 令和６年５月 31日（金）公開授業Ⅰ 

      学 級 岩手大学教育学部附属中学校     

          １年Ａ組 35名             

      会 場 木金工室 

      授業者 藤 澤 世志彬           

 

１ 題材名 生物育成の技術による問題解決～生物育成の技術と私たちの生活のこれまでとこれから～ 

 

２ 題材について 

（１）生徒観 

本校第１学年 140名を対象に行った問題発

見過程に関する質問紙調査の結果（抜粋）を

表１に示す。回答方法は「非常によくあては

まる」から「全くあてはまらない」までの６

件法であり、それぞれを６点から１点として

得点化し、各質問項目の平均値を算出した。

また、昨年度の 10 月に同様の質問紙を現２学

年にも実施しており、比較結果を記載した。

調査結果から、生徒は問題を見いだして絞り

込む際に、これまでの生活経験や他教科の学

習、今回調査したことを積極的に活用してい

ることが伺える。一方で、技術・家庭科技術

分野（以下、技術科と表記）の知識・技能を

活用したり、技術の見方・考え方を働かせた

りして問題解決に向かおうとする意識は不十

分である。これは、生徒が普段とは違った立

場に立って問題を考える経験に乏しいためと

考える。この実態から、本題材の問題発見や

課題設定の場面では、生産者としての立場を

意識させたい。また、安全性や経済性、生産

効率や管理のしやすさといった生物育成の技

術による問題解決をする上で必要な見方・考

え方に気付き、働かせることができる生徒の育成を目指したい。 

 

（２）題材観 

 本題材は、学習指導要領に記載の「技術分野の内容」のうち、「Ｂ生物育成の技術」にあたり、生徒にとっ

ては初めての「技術による問題解決」となる。また、本校技術科では、３年間を貫くテーマを「Society5.0 の

具体化」とし、各内容の「社会の発展と技術」の場面でこのテーマに生徒が迫ることができるように題材を

構成する。 

 「生活や社会を支える生物育成の技術」では、盛岡市の消費量が全国の中で上位の作物・水産生物である

「ホウレンソウ・ダイコン・リンゴ・ワカメ」（総務省統計局）を取り上げ、年間を通して不自由なく食生活

を行うための、生物育成の技術の科学的な原理・法則と生物育成の技術の基礎的な仕組みを理解する。ここ

では、岩手県農林水産部農業普及技術課と連携し、岩手県の農業の実態や農家による野菜栽培の管理方法や

調節方法の実際について学習する。また、自分たちが生物育成の技術による問題解決を行っていくためには、

社会からの要求や安全性、環境負荷や経済性などの視点から技術を最適化する必要があることに気付く。 

 「生物育成の技術による問題の解決」では、自分自身に関わる問題を見いだして、「ユーザに求められてい

るかどうか」「自分たちの技術で実現できるかどうか」「自分がやりたいかどうか」の３つの視点から絞り込

んで課題を設定し、育成環境の構想、選択を経て、育成計画を立案し、作物の管理や育成環境の調節を実施

し、問題解決の過程や結果の評価、改善・修正を行う。この学習過程を実施できる教材として、本題材では

「ホウレンソウ」を使用する。ホウレンソウは、盛岡市が県庁所在地の中で消費量１位の野菜であり、日常

的に馴染みがある。農家においては、県の北部を中心に盛んにおこなわれている。また、特別な技能が不要

で管理がしやすいため計画が立てやすく、行った管理作業の影響も見た目で判断しやすい。育成計画に基づ

表１ 問題発見過程に関する質問紙調査（N=140） 

No 質問項目 平均値 
R5１年 

10月比 

１ 
自分が持っている知識と新たに調査して得た情報の中
にはない、「あったらいいな」という問題解決のイメー
ジを考えるようにしる。 

4.79 - 0.31 

２ 
他教科で学んだ内容を活かして、解決すべき問題を絞
り込むようにしている。 

4.72 + 0.02 

３ 
解決すべき問題について、自分がもっている知識や技
能を考慮して、実現可能性を考えるようにしている。 

4.67 - 0.10 

４ 
身近な新聞やニュース、インターネット等から得た情
報から、解決すべき問題を見つけ出すようにしている。 

4.65 + 0.24 

５ 
シーズを活用して、解決できるだろう問題に絞り込む
ようにしている。 

4.63 - 0.27 

６ 
他教科で学んだ内容を活かして、ユーザの理想と現状
について調べるようにしている。 

4.62 + 0.11 

７ 
ユーザの困りごとを考える時は、今は困っていないが、
放っておくと近い将来、不具合が進行していくと思わ
れることを考えるようにしている。 

4.57 + 0.16 

… … … … 

11 
他教科で学んだ内容を活かして現状を捉え、社会から
の要求を考えるようにしている。 

4.54 + 0.30 

12 
これまでの技術分野の問題解決の経験から得た安全
性、機能性、経済的負担等の複数の観点に基づいて、解
決策のアイディアを考えるようにしている。 

4.52 - 0.24 

13 
家族や地域の人との関わり等、自分を取り巻く環境の
中から、ユーザの理想と現状について調べるようにし
ている。 

4.51 - 0.21 

… … … … 

28 
既存の問題解決の工夫を読み取る学習から、世の中に
普及している技術の仕組みや科学的原理を、自分の問
題解決に役立てるようにしている。 

4.15 - 0.47 
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く長期的な管理や状況に応じた適切な管理作業を行い、問題解決をしていく上でホウレンソウが適している

と考えたため選択した。さらに、題材展開を考える際には、植物の発芽と成長についての知識やアサガオや

ミニトマトなどの生育経験が小学校段階であるという生徒の実態を踏まえて、これまでの学習や生活経験を

活かしつつ、自ら生物育成の技術による問題解決ができるように配慮する。 

 「社会の発展と生物育成の技術」では、岩手県農林水産部農業普及技術課に紹介していただいたホウレン

ソウ農家に赴き、指導者と希望する生徒で取材を行い、その取材内容から自分たちの問題解決との共通点や

相違点を見いだす。また、「未来空想新聞 2041（朝日新聞社）」の記事を読み、「Society5.0 の具体化」のため

の技術の改良や応用の方向性について、技術革新を牽引したり、技術の発達を主体的に支えたりするという

視点で意思決定させる。 

 また、「社会の発展と生物育成の技術」の意思決定場面では、「材料と加工の技術」「エネルギー変換の技術」

「情報の技術」に関する科学的な原理・法則や、基礎的な技術の仕組み、見方・考え方が含まれる記述が出

てくることが予想され、その記述内容を生かして次の内容をスタートさせる。 

 

（３）教科研究との関わり（指導観） 

 本校技術科において育成を目指す資質・能力を表２の通り整理した。 

 上記の資質・能力を育成するために以下の視点から指導を工夫する。 

研究の視点① 個別最適な学びと協働的な学び 

 「指導の個別化」として、生徒が育成環境を選ぶ場面では写真や図を見せるなど視覚的に情報を提供する

とともに、言葉や文章で説明したり実物を触らせたりするなど、五感に訴えるアプローチを行うことで生徒

が自分に合った方法で情報を得ることができるよう工夫する。また、育成環境の選択だけではなく、管理・

運用の方法についても考えさせることで自分に合ったレベルで育成環境の構想や計画立てをすることができ

るようにする。「学習の個性化」としては、生徒が自分事の問題を見いだし、「ユーザに求められているかど

うか」「自分たちの技術で実現できるかどうか」「自分がやりたいかどうか」を踏まえて課題化することがで

きる題材にする（生徒が自分自身で問題解決のサイクルを回すことができる題材にする。）ことに加えて、各

単位時間でもそのことを踏まえて指導に当たる。そして、これらの「個別最適な学び」の質をより高めるた

めに、生徒同士や農業従事者の方、保護者やＡＩなど、多様な他者との「協働的な学び」を題材の中に取り

入れていく。特にも生成ＡＩに関しては、「生物育成の技術による問題の解決」の構想の場面や、「社会の発

展と生物育成の技術」の技術の改良や応用について創造する場

面で、デザイン作成アプリ「Canva」の「画像生成」機能を、自

分の考えを図化する手段として活用する。 

研究の視点② 教科等横断的資質・能力の育成 

 日本産業技術教育学会（2021）は、STEM/STEAM 教育にお

ける各教科の関係を図１にまとめた。本題材では、レポートを

作成する際や、育成計画を立てる際に、小学校理科や小学校生

活科での学習経験を根拠として書かせる。このような「他教科

の学習や生活経験を問題解決に生かす」という感覚を生徒が理

解し、技術による問題解決の回数を重ねていく中で、様々な要

素を考慮した問題解決ができる生徒の育成を目指す。 

 

３ 題材計画 

（１）題材の目標 

 生物育成の技術の見方・考え方を働かせ、設定した課題の解決に向けて作物の管理や育成環境の調節を行

う実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている生物育成の技術についての基礎的な理解を

図り、それらに係る技能を身に付け、生物育成の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深める

とともに、生物育成の技術によって解決することができる自分自身に関わる問題を見いだして課題を設定し

解決する力、Society5.0 の具体化に向けて、適切かつ誠実に生物育成の技術を工夫し創造しようとする実践的

な態度を身に付ける。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

○生活や社会で利用されてい
る技術・家庭科についての
知識や技能を、評価場面や
問題解決場面で活用するこ
とができる力 

○生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構
想、具体化し、成果の評価をするとともに、次の問題解決のサイク
ルにつなげることができる力【問題解決能力】 

○見方・考え方を働かせて、新たな技術の価値や成果を認めることが
できる能力【評価能力】 

○問題解決をする際、見方・考え方を働かせて制約に折り合いをつけ、
価値づけをすることができる力【評価能力】 

○よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向けて
自律的に学び続ける力 

○よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向け
て、際限なく理想を追い求
めていく力 

図１ STEM/STEAM教育における各教科の関係 

表２ 本校技術・家庭科（技術分野）で育成を目指す資質・能力       
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（２）評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活や社会で利用されている生物育
成の技術についての科学的な原理・法
則や基礎的な技術の仕組み及び、生物
育成の技術と生活や社会、環境との関
わりについて理解しているとともに、
安全適切な栽培、検査等ができる技能
を身に付けている。 

生物育成の技術によって解決するこ
とができる自分自身に関わる問題を
見いだして課題を設定し、解決策を構
想し、実践を評価・改善し、表現する
などして課題を解決する力を身に付
けているとともに、Society5.0 の具体
化を目指して生物育成の技術を評価
し、適切に選択、管理・運用、改良、
応用しようとする力を身に付けてい
る。 

Society5.0 の具体化に向けて、課題の
解決に主体的に取り組んだり、振り返
って改善したりして、生物育成の技術
を工夫し創造しようとしている。 

 

（３）指導の計画  
時間 

学習活動 
○：評価規準 ◇：評価方法 

指導
事項 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

1 
2 

・技術によって実現を目指す未来社
会（Society5.0）について知る。 

・自分たちの食生活が、どのように
生物育成の技術に支えられてい
るか調査する。 

①作物、動物及び水産生物
の成長、生態などについ
ての科学的な原理・法則
を説明できる。 

 ◇シーズ探究シート① 
 ◇テスト 
②生物の育成環境を調節す
る方法などの基礎的な技
術の仕組みを説明でき
る。 

 ◇シーズ探究シート①② 
 ◇テスト 

  
 
 
 
 
④進んで生物育成の技術と
関わり、主体的に理解し、
技能を身に付けようとし
ている。 

 ◇ニーズ探究シート 
 ◇シーズ探究シート①② 
 ◇振り返りシート  

B(1) 
ア 

3 
4 
5 

・生物育成の技術による問題解決を
行うために必要な知識・技能を身
に付ける。 

・生物育成の技術による問題解決を
行うために必要な工夫を見いだ
す。 

③生物育成の技術に込めら
れた工夫を見いだし、生
物育成の技術が最適化さ
れてきたことに気付くこ
とができる。 

 ◇シーズ探究シート 
 ◇テスト 

B(1) 
アイ 

6 
・自分自身に関わる問題を見いだ
し、生物育成の技術で解決すこと
ができる課題を設定する。 

 ⑤自分自身に関わる問題を
見いだし、生物育成の技
術で解決できそうな課題
を設定することができ
る。 

 ◇問題発見シート 
 ◇構想シート 
 ◇テスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑧技術の見方・考え方を生
かした自分なりの考え方
や捉え方によって、解決
策を構想、選択しようと
している。 

 ◇構想シート 
 ◇育成環境選択シート 
 ◇振り返りシート 

B(2) 
イ 

7 
8 

（本時） 

・設定した課題に基づき、課題解決
の見通しを構想し、構想に合った
育成環境を、根拠をもって選択す
る。 

・選択した育成環境の管理・運用に
ついての育成計画を立案する。 

 ⑥課題の解決策を、条件を
踏まえて構想することが
できる。 

 ◇構想シート 
 ◇テスト 
⑦自分の課題に合った育成
環境を選択し、育成環境
の調節や管理の計画を立
案することができる。 

 ◇育成計画表 
 ◇育成記録表 
 ◇テスト 

B(2) 
イ 

9 
10 

・安全・適切に栽培・検査し、必要
に応じて管理や育成環境の調節
を行う。 

・設定した課題の達成状況を評価す
るため、必要なデータを記録す
る。 

⑨育成計画に沿った観察や
検査の結果を踏まえ、安
全・適切に育成環境の調
節や、作物の管理・収穫が
できる。 

 ◇育成計画表 
 ◇育成記録表 
 ◇問題解決シート 
 ◇テスト 

⑩育成計画と実際の生育状
況を見比べて、問題解決
のための合理的な解決作
業を決定することができ
る。 

 ◇育成計画表 
 ◇育成記録表 
 ◇問題解決シート 
 ◇テスト 

⑫自らの問題解決とその過
程を振り返り、よりよい
ものとなるよう改善・修
正しようとしている。 

 ◇育成計画表 
 ◇育成記録表 
 ◇問題解決シート 
 ◇振り返りシート 

B(2) 
アイ 
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・収穫を行い、それぞれの課題に応
じた作業を行う。 

・問題解決の結果について自己評
価、相互評価を行う。 

 ⑪問題解決の工夫を、生物
育成の技術の見方・考え
方を踏まえて整理すると
ともに、問題解決の結果
を評価し、改善・修正につ
いて考えることができ
る。 

 ◇問題解決シート 
 ◇テスト 

B(2)
アイ 

12 
13 

・スマート農業を実施しているホウ
レンソウ農家の技術についてレ
ビューし、自分たちの問題解決と
比較しながら共通点や相違点に
ついて見いだし、まとめる。 

・未来の生物育成の技術の活用予想
を見て、生物育成の技術の改良や
応用の方向性について自己決定
する。 

⑬これまでの学習を踏まえ
て、生物育成の技術が
Society 5.0 の具体化に果
たす役割や影響、最適化
について説明することが
できる。 

 ◇技術夢語りシート 
 ◇テスト 

⑭Society 5.0 の具体化を
目指して、生物育成の技
術を評価し、新たな発想
に基づいた選択、管理・運
用、改良や応用の在り方
を提言できる。 

 ◇技術夢語りシート 
 ◇テスト 

⑮Society5.0の世の中の具
体化に向けて、技術を工
夫し創造していこうとし
ている。 

 ◇技術夢語りシート 
 ◇テスト B(3) 

アイ 
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４ 本時について 

（１）目標 

自分の課題に合った育成環境を選択し、育成環境の調節や管理の計画を立案する。 

（２）評価規準 

自分の課題に合った育成環境を選択し、育成環境の調節や管理の計画を立案することができる。 

                            【思考・判断・表現】 

（３）授業構想 

導入ではホウレンソウ農家さんの動画を見て、生産者として野菜栽培を行っていくことを理解する。次に、

実際に栽培を始めてから困らないようにするためにはどのような情報が計画表に入るべきかを考え、共有す

る。展開では、栽培の流れの大枠が書かれている育成計画表を配り、課題解決のために必要な育成環境を選

択し、個人で計画を立てる。育成計画表のチェックは２回行う。１回目は、課題解決のために行う管理や調

節作業が適切か話し合う。２回目は、安全性や経済性などの技術の見方・考え方を働かせた話合いを行い、

本当に最適かどうか確認する。２回の話合いを経て、課題の解決のために最適な育成計画を決定する。振り

返りでは、生物育成の技術について思ったことや感じたことを書き表し、本時の学習を価値づける。 

 

（４）本時の展開 

段

階 

学習内容および学習活動 

・予想される生徒の反応等 

指導上の留意点および評価 

・指導の留意点 ○評価 

導

入 

 

５ 

１ 学習内容を確認する。 

 （１）ホウレンソウ農家の動画を見て、生産者として問題解決を
していくうえで大切なことを確認する。 

 （２）育成計画を立てる上で必要な情報を考える。 

 

２ 学習課題を設定する。 

 

・生産者の実際の管理作業をみ
せ、作物の管理や育成環境の調
節の大切さを確認させる。 

・出てきた情報を集約し、課題を
設定する。 

展

開 
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３ 育成計画を立てる。 

（１）育成計画の書き方を確認する。 

（２）個人で育成計画を作成する。 

 

４ 育成計画を改善・修正する。 

（１）グループでチェックをする。 

  課題（目標）解決のために適切な管理が行われるか 

  課題（目標）解決のために適切な育成環境の調節が行われるか 

（２）設定した課題ごとのグループでチェックをする。 

安全性、環境負荷、経済性、生命倫理、法律、生産効率、 

管理のしやすさ、衛生、品質 

 

５ 育成計画を決定する。 

・私の目標は「とう立ちをしていなくて病気にかかっていない、
スーパーで売っているようなホウレンソウをお母さんのため
につくろう。」です。最初は、安全性の側面から農薬を使わな
いつもりでしたが、ネットの利用だけでは害虫は防げても病
気は防げないと考えたので、殺菌性のある農薬を選択して使
用することにしました。 

・私の課題は「おひたしをたくさん作ることができるようにＬ
サイズのホウレンソウを育てよう。」です。正直、アドバイス
をもらうまではお金のことは全く考えていなかったのです
が、１株のホウレンソウのためにかかっているお金を計算し
たらぞっとしたので、少し大変だけど手作業で行うことを増
やしました。 
 

 

・基本の計画は教師が記載して
おき、生徒が自分の立てた課
題に合わせて書き換えたり、
付け足したりできるようにワ
ークシートを工夫する。 

 

・１回目の議論では、課題のため
に適切な管理作業、育成環境
の調節が行われるか話し合わ
せる。 

・２回目の議論では、課題解決の
手立てが本当にそれでよい
か、技術の見方・考え方を働か
せて最適化させる。 

 

○自分の課題に合った育成環境
を選択し、育成環境の調節や
管理の計画を立案することが
できる。【思考・判断・表現】
（育成計画表） 

終

結 

 

５ 

６ 本時の学習の振り返りを行う。 

（１）振り返りを記入する。 

（２）次回は育成計画に基づき、栽培を開始することを確認する。 

○技術の見方・考え方を生かし
た自分なりの考え方や捉え方
によって、解決策を構想、選択
しようとしている。【主体的に
学習に取り組む態度】（振り返
りシート） 

 

課題を解決するための育成環境を選択し、計画を立てよう。 


